
猫の発情

　猫は犬など他の動物に比べると極めて特異的な発情

行動をする動物です。繁殖は、犬と猫ではそのプロセ

スがまったく違うことを えておいてください。特に

猫の排卵は交尾排卵というシステムで行われます。

　猫の場合、通常早ければ生後4ヵ月程度で性成熟の時

期を え、 くとも１年程度までにその時期を向かえ

ます。ただし、これは生まれた季節や猫の種 によっ

ても多少異なり、特にペルシャやヒマラヤンなどの種

は性成熟に達するまでに1年半程度かかるものもいま

す。また、種 にもよりますが、通常雌が雄よりも早

く性成熟をむかえるようです。

　猫の発情時期は北半球では１月下旬から９月までが

主ですが、室内飼育であると1年中発情がおこることが

あります。これは日照時間との関係があるようで、1日

14時間以上光をあびると発情が可能であることが っ

ています。

　雌の場合、3~5日程度の発情前期と呼ばれる時期か

ら発情が始まりますが、この時期を外見などから判断

することは極めて難しく、一般的な発情行動は認めら

れません。また雌猫は雄猫の交尾行動を受け入れませ

ん。

　次に発情期が訪れます。この時期はだいたい3~10

日程度で。雄猫がそばにいるかどうかで変動します。

発情期の雌猫は次のような特徴的な行動をとります。

　独特な鳴き声を出す
　何度も排尿行動をする
　人に向けてオシリを くあげたり、さするとゴロゴ
ロする
　外出時間が くなる

　しかし、この時期でも雌犬のような 様用分泌物の

排せつは見られません。この後は、交尾が行われた

か、妊娠したかによりかわります。まず、交尾が行わ

れなかった場合は、発情休止期となり、発情シーズン

中であれば1~2週間で再び発情前期を向かえます。交

尾は行われたが、妊娠しなかった場合は、偽妊娠（想

像妊娠）がおこり、約1月で発情シーズン中であれば再

び発情前期を向かえます。

　雄猫の発情はきまったサイクルがあるわけではな

く、雌のように交配が不可能な時期というものはあり

ません。ですから、年間を通じて交尾が可能です。

　繁殖を行う場合には通常２回目の発情から、5~6歳

程度までがよいとされています。また、 伝的疾患が

ないか、 統書の確認、獣医師による健康診断や予

注射の有無など繁殖前に確認すべきことがらはその場

で慌てないためにも、事前に行っておくようにしま

しょう。

　猫は他の多くの動物と違って発情期に交尾すること

により、それが刺激となり排卵します。通常発情の３

日目に交尾を行うことが最も多いようです。

　繁殖を望まないのであれば比 的早い時期に避妊あ

るいは去勢手術を行うことがよいとされています。雌

猫であれば生殖器の病気の予 、雄猫も徘徊抑制や、

攻撃性を低下させるための一手段としても行います。

　日本では、毎年多くの猫が不幸にして処分されてい

ます。これはモラルのない飼育者が適切に避妊手術や

去勢手術を行わないことが最大の原因です。また、も

しも望まない交配がおこった場合には早急に獣医師に

連絡して対処を行えば妊娠、出産を ぐこともできま

す。

　最 では皮下に埋め込み式のインプラントと呼ばれ

るものでも発情や妊娠を 止できます。詳しくは主治

医の先生にご相談下さい。

　雌猫は膣の細胞を特殊な方法で調べることによりそ

の発情のサイクルをしることもできます。
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